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ノズル – 気密容器 – 導波管系の電磁解析 
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Abstract     Launcher nozzle for microwave plasma jet at atmospheric pressure has been developed 
by improving the original TIAGO nozzle which has no air-tight configuration. The 
electromagnetic analysis code, PHOTO Series -‘Wave jω’ gives field distributions around 
the nozzle of launcher, aiming on optimization of launcher nozzle. The distribution of 
microwave electric field is discussed using the transmission line model and compared with 
the experimental results. Generation of microwave plasma jet at atmospheric pressure in 
airtight chamber was successfully done during 15min by purging oxygen in the air, and it 
















目する He 放電において TIAGO ノズルには分岐現象が存
在し、紡錘型放電と湾曲型放電とに分岐してしまうことが 
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知られている [2, 3]。その点を改良した変形 TIAGO ノズ

















図 1. 導波管に装着した a）オリジナル及び 
b）変形 TIAGO ノズル 
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いては図 6 に示すように導波管下の導波管 H 内面から先














 4.1 ノズルの高さ方向におけるマイクロ波電界分布 
 まずノズルの高さ方向に沿ったマイクロ波電界分布を




















図 7. ノズル長 L:66mm 時のマイクロ波電界強度分布図 
 
 図 8 にノズルの高さ H に対するマイクロ波電界強度分
布をノズル長 L=66～188.4mm にわたって示す。図 7(b)で
示した C 点までの電界強度分布を示している。Ｃ点から
ノズルに沿って戻り、最初に電界強度がほぼ零になる節ま
での距離を d として、この d を各ノズル長に対してまとめ




















図 8. ノズルの高さ H に対するマイクロ波電界分布 


















図 9. ｄ の規格化ノズル長依存性 
 
 図 9 を見ると、どのノズル長においても d は自由空間波


































図 10. 実験で得られたノズルに沿ってのマイクロ波 
電界分布 [4] 
 





図 11. ノズル先端部の電界分布のノズル長依存性 
 

































図 12. 大気圧プラズマ実験装置 
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図 13. N2 - He 混合ガス比率とクリスタルゲージの指示値 
 




ジの変化と図 13 から導き出される He 純度の時間変化を
図 14 に示す。 























図 14. 高熱流 He プラズマ生成実験. 







































次に PWI 実験として一つに He 損傷 W のクラッキング
やアーキング耐性の調査が挙げられる。他にもターゲット 
 
図 15 プラズマの効果を取り入れるための配置 
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